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研究成果の概要（和文）：【目的】廃用症候群改善のための看護技術を、パーキンソン病高齢者を介護する家族を中心
とした在宅療養支援プログラムに再構成し、プログラム実施及び評価を行うことである。【方法】研究参加に同意した
家族介護者14名に対し、1群事前事後テストデザインでプログラムを行った。実施と調査に協力を得られた9名を分析対
象とした。【結果】対象者の平均自己管理スキル得点は、実施前27.4点で実施後は30.7点であり、介入後の得点が有意
に高かった（t=-2.956,df=8,p<.01）。【結論】本プログラムは家族介護者の自己管理スキル向上に効果があり、家族
が必要とする支援として訪問看護に活用できる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Objectives: To reintegrate nursing techniques for mitigating disuse syndrome into 
a home care support program focusing on the family caregivers of elderly individuals with Parkinson's 
disease, and to implement and evaluate this program.Methods: The program was implemented using a 
single-cohort, before-and-after test design on 14 family caregivers who provided their informed consent 
to participate in the study. The analysis set consisted of the 9 family caregivers who consented to 
participate in both the program's implementation and a survey.Results: The mean self-management skill 
score of participants was 27.4 before and 30.7 after implementing the program, indicating that the score 
was significantly higher after intervention (t = -2.956, df = 8, p<.01).
Conclusion: This program was effective in improving the self-management skills of family caregivers, 
suggesting that it could be used by visiting nurses to provide the necessary support to families.

研究分野： 訪問看護・在宅看護
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）    

１．研究開始当初の背景１．研究開始当初の背景１．研究開始当初の背景１．研究開始当初の背景                                                                                                                                                                
 平成 18 年以降，医療制度改革の推進に伴

い，入院は急性期の短期間に限られ，医療を

必要としながら在宅療養生活を送る高齢者

が増えている。また，療養者が医療的管理を

必要とする状態になると，多くの場合，家族

介護者は生活困難に遭遇し，療養者は在宅療

養継続が困難になることが報告されている

1-2)
。特に，神経難病においては，その疾患特

性として，慢性的に進行し，障がいが著しく，

在宅療養が長期化するため，家族介護者の介

護上の困難が大きいとの報告がある
3-4)

。たと

え，医療が必要であったとしても，高齢者の

生理的ニーズを充足し，自分らしく住み慣れ

たまちで暮らせることを，自らが選択できる

ことは重要である。 
しかしながら，我が国における 65 歳以上の

者がいる世帯は全世帯の 41.9％を占め，世帯

構造別にみると，「夫婦のみの世帯」が最も

多く，家族介護者もまた高齢者である場合が

多い
5)
。このような療養環境の下，介護保険

制度の導入効果については，家族介護者の負

担を軽減したことを示す実証的根拠は少な

く
6)
，家族介護者への必要な援助の開発や提

供が指摘されている
7)
。 

パーキンソン病療養者の QOL に関する研

究
8)-10)

は, 近年行われるようになったが，家

族介護者の QOL や生活の課題および課題解

決のための方策については，研究が少ない現

状である。そこで, 研究代表者である冨安は, 
博士課程において進行期にあるパーキンソ

ン病高齢者の介護を担う家族 16 名の生活実

態および生活課題を調査した。生活実態につ

いては, 家族の健康関連 QOL を測定する

SF-36v211)
下位尺度平均得点について，2007

年国民標準値(60 代)の値と比較すると，身体

機能 45.8 点，全体的健康感 48.2 点は，ほぼ

同様の結果を示した。しかしながら，日常役

割機能（身体）36.4 点，活力 42.1 点，心の

健康 41.8 点は，平均値より 10 点差の低い値

を示した。また, 昼食支援時間調査における，

昼食支援時間は，157.7±45.2 分であり，昼

食摂取時間は，25.3±17.0 分であった。家族

介護者による食事支援の特徴は，「食事を安

全に支援する」「環境を整備する」「摂食への

負の影響要因を考えて支援する」といった 3
項目に時間がかかり，時間の範囲が広く療養

者の個別性がケアに反映され，家族介護者の

負担増加が示された。さらに, 家族介護者の

生活課題 4 領域【薬効のある時間帯に生活行

動を支える】【健康・経済的に疲弊する】【家

族喪失の予期悲嘆に直面する】【在宅ケアの

全責任を感じつつ在宅療養を支える】の関連

性をモデル化した
12-13)

。食事支援において

【薬効のある時間帯に生活行動を支える】こ

とは，療養者の生活機能低下予防につながり, 
家族介護者の負担軽減, 健康関連 QOL の向

上に影響を及ぼす可能性が示唆された。 
この研究成果を踏まえ, 進行期にあるパー

キンソン病高齢者の家族介護者の生活課題

に対応し, 生活実態である家族介護者の心身

の負担軽減に貢献するプログラム開発    
① OFF の時間増加に伴う廃用性症候群の改

善を目的とした【薬効のある時間帯に生活行

動を支える】家族介護者の主体的取り組みへ

の訪問看護による在宅療養支援，②多職種連

携による家族介護者への助言，の着想を得た。 
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２．研究の目的２．研究の目的２．研究の目的２．研究の目的    
 廃用症候群改善のための看護技術（紙屋, 
2011）を、パーキンソン病高齢者を介護する

家族を中心とした在宅療養生活支援プログ

ラムに再構成し、プログラムの実施及び評価

を行うことである。 
 
３．研３．研３．研３．研究の方法究の方法究の方法究の方法    
    プログラム実施後の評価は、自己管理スキ

ル尺度（以下, SMS 尺度）を用いて家族介護

者の自己管理スキル向上の効果について検

討した。また、グループインタビューから家

族介護者のプログラム継続に影響を及ぼす

実現要因も検討を行った。 
 
1)研究デザイン：1 群事前事後テストデザイ

ン 2)対象者：患者会主催の研修会に参加し、

研究に同意した家族介護者 14 人 3)データ収

集方法：平成 25 年 11 月及び平成 26 年 1 月

に、2 回実施された研修会にて、生活支援技

術セミナーを受講した看護師が、運動プログ

ラム（ムーブメントプログラム）を説明した

（図 1）。自宅において起床時の体幹の回施運

動（5 分）と体が動きやすい時間帯の足踏み

運動（3 分）のプログラム内容を 4 週間行う

こと、症状日誌の記載について本人と家族に

依頼した。プログラム実施前後に会場にてア

ンケート調査を行った。期間中、1 週間毎に

調査担当者が電話での聞き取りと、プログラ

ム終了後に、家族介護者のグループインタビ

ューを行った。4)倫理的配慮：調査担当者の

所属機関倫理委員会へ申請し承認を受け、そ

れを順守し行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．研究成果４．研究成果４．研究成果４．研究成果    

本研究に同意した家族介護者 14 人中、途

中脱落者を除いた者は 9人（女性 6 人、男性

3 人、配偶者 7 人、子 2 人）であった。平均

年齢は配偶者 65.4 歳（標準偏差 9.34）、子

41.0 歳（標準偏差 11.0）であった。PD 療養

者 9人（女性 6 人、男性 3人、ヤールⅡ1 人、

Ⅲ6 人、未申請 2 人）の平均年齢は 66.24 歳

（標準偏差 9.59）であり、PD 療養者の多く

が運動障害に伴う生活上の課題を有してい

た。平均 SMS 尺度得点は実施前 27.4 点で実

施後は 30.7 点であった。分散を確認後対応

のある t 検定（両側）分析した結果、介入後

の SMS 得 点 が 有 意 に 高 か っ た

（t=-2.956,df=8,p<.01）。また、思考の操作

により自分自身を励ますような情緒的なス

キルを示す「しなくてはならないことよりも

楽 し い こ と を 先 に し て し ま う 」

（t=-2.80,df=8,p<.05）「自分ならできるは

ずだと心の中で自分を励ます」質問項目にお

いて介入後の SMS 得点が有意に高かった

（t=-2.53,df=8,p<.05）。このことから、本

プログラムは家族介護者の自己管理スキル

向上に効果があり、家族が必要とする支援と

して訪問看護に活用できる可能性が示唆さ

れた。 

 また、グループインタビューの結果から家

族介護者のプログラム継続に影響を及ぼす

実現要因[近接性][効果の手応え][安全の確

保]の 3カテゴリおよび 12サブカテゴリが抽

出された（表 1）。 

 

表 1 家族介護者のプログラム継続に影響を

及ぼす実現要因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加齢に伴う身体機能の低下と薬効の減弱

化による障害をあわせもつ PD 療養者を介護

する家族の負担は大きい。PD は介護が必要に

なる原因割合のうち 3.2％を占めており（平

成 22 年国民生活基礎調査）、こうした療養生

活の下、家族介護者への必要な援助の開発や

提供が指摘されている。本研究において、家

族介護者の負担を増加させることなく、PD 療

養者のプログラムを継続することについて

評価を得ることができたと考える。 

 

 
カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ サブカテゴリサブカテゴリサブカテゴリサブカテゴリ

体を温める環境調整を行う

習慣化された運動にたすことができる

ボールが生活環境に馴染む

気負わず運動を見守ることができる

家族介護者もムーブメントプログラムを行う

ストレッチの効果を家族介護者も体験する

ボールにあわせて運動できる

朝から発声練習になる。

自主的に運動に取り組むことができる

気持ちよさを体験する

60％の空気を入れたバランスボールは安定感がある

膨らんだボールは事故原因となる

安全の確保

効果の手応え

保健資源の使いやすさ

（近接性）
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